
１０の姿共有シート【記載例１】

①健康な心と体 

幼
児
期

 

年
長
の
後
半

 

 
 
（
学
び
の
芽
生
え
）
 

児
童
期

 

一
年
生
の
入
学
当
初

 

 
（
自
覚
的
な
学
び
へ
）
 

入
 
学
 

 園生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通しをもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

・自分なりの目的を見つけ、取り組む

ことができるよう、一人一人の育ちや

課題に合わせて関わる。 

・遊びに使う遊具や用具を子どもたち

が自分で出し入れできるように準備し

たり、力いっぱい体を動かす気持ちよ

さや楽しさを感じたりできるようにする。 

・基本的な生活習慣では、個人差を

考慮して保護者への啓発を行い、家

庭の実態に応じた取組を考えていく。 
 

保育者が大切にしてきたこと 

・活動の中で、児童が自己決定する場面

を多く設定し、主体的な学びになるように

留意する。 

・安全に安心して遊べる場所を確保する。 

・児童自らが活動や学習の見通しをもて

るよう、黒板に掲示したり、継続的に取り

組めるようゆとりをもった時間を確保した

りするなどの支援をする。 

子どもの姿 

・自分がやりたいと思うことを自己決定し、意欲的に取り組んだり、達成感を味わったりする。 

・運動遊び（体育）でめあてに向かって継続的に取り組んだり、友達と競い合ったりして、休み時間などに思

いきり体を動かして遊ぶ。 

・次の時間の活動を考えて準備したり、時計を意識して活動したりするなど、一日の生活に見通しをもって

行動する。 

・体操服や水着の着替えなど、衣服の着脱が自分でできる。 

・手洗い・うがい・汗拭きや食事、排泄などを必要性を意識して自分で行い、健康に気を付けて生活する。

・体を動かす様々な活動に自分なりに目標を

もって挑戦したり、困難なことにつまずいても気

持ちを切り替えて乗り越えようとする。 

・生活の流れや状況の変化などを予測して、準

備や片付けを行うなど、保育者の助けを得なが

ら見通しをもって園生活を送る。 

・５～６人で自分たちで遊び方やルールを考え

たり守ったりして遊ぶ。 

・自分で排泄や始末ができるようになり、和式の

トイレも使えるようになる。 

・自分の持ち物を大事にしたり、ロッカーや道具

入れなどに片付けたりするようになる。 

・自分で衣服を着脱し、活動により体操服やパ

ジャマに着替えたり、暑さや寒さによって衣服を

調節したりしようとする。 

・病気の予防に関心をもち、体の不調があれば

身近な大人に知らせることができる。 

・避難訓練などを通し、災害時や非常時に自分の身

を守ろうとする。 

・右側通行、信号の見方、横断歩道の渡り方、道路

の横断の仕方など身近な交通ルールが分かって守

ろうとする。 

・周囲の安全に気を付けて行動する。 

・いろいろな食べ物に親しみ、苦手な食材もがんばっ

て食べようとする。 

・クラスの友達と一緒に楽しく食べる。 

・野菜を育て収穫したり、料理してもらって食べたりし、

食べ物に関心をもち栄養などにも気付くようになる。 
 
① 園の畑で収穫したタマネギをむいたり切ったりして、すぐ

に鉄板焼き。「焼くと色が変わって甘いにおいになるね～」 

①

 

小学校教員が大切にすること 



②自立心 

幼
児
期

 

年
長
の
後
半

 

 
 
（
学
び
の
芽
生
え
）
 

児
童
期

 

一
年
生
の
入
学
当
初

 

 
（
自
覚
的
な
学
び
へ
）
 

入
 
学
 

 身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにや

り遂げることで達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

・自分なりの課題を見つけて繰り返し挑

戦したり、最後まで頑張ろうとする姿を

認め、充実感や満足感が味わえるよう

にする。 

・小学校生活に期待が高まる半面、不

安をもつ子どももいる。生活面や友達

への関わり、いろいろな運動遊び、用具

の使い方など一人一人の状況を把握し、

具体的に関わる中で自信をつけていく。 

・異年齢児と接する中で、自分自身の

成長を感じられたり、人の役に立つ喜

びを感じられたりするなど自信をもって

行動するようにしていく。 

保育者が大切にしてきたこと 

・児童が幼児期の経験を生かして自己を発揮しな

がら活動できるように、保幼小連携により、幼児

期の育ちを把握し、児童にこれまでの経験を振り

返る機会を設けたり、尋ねたり、任せたりする場

面を意識して取り入れる。その際、達成感や成就

感を味わえるよう、実態に応じた支援を行う。 

・児童の学級や学校生活の課題解決に向けての

積極的な取組や、ねばり強い取組に対し共感的

に評価する。 

・自分の当番の仕事に対して、活動する時間帯を考えたり、活動の仕方を工夫したりしな

がら取り組む。 

・自分の意見を先生や友達に進んで発表する。 

・分からないことや難しいことがあれば先生や友達に聞いたり、できている子をモデルと

してまねたりしながら取り組む。 

・生活や学習での課題を自分の課題として受け止めて、意欲的に取り組んだり、最後ま

で諦めずに取り組んだりしようとする。 

・先生や友達との生活や、地域の人との関わりの中で、自分でできることは自分でやろう

とする。 

子どもの姿 

・生活の流れが予測できたり、周りの状況を感じ取って自分で行動できるようになる。 

・日直活動を１～５人で行い、朝の会や帰りの会を進めるなどして達成感を得る。 

・異年齢児の世話や手伝いをして、自分が頼りにされ人の役に立つことを実感する。 

・自分のことは自分でやろうとし、できないときには先生や友達の助けを借りて自分でやり遂

げようとする。保育者の励ましや促しがほしい時もある。 

・いろいろな活動や遊びで、失敗しても諦めずに自分の力でやり遂げた満足感や達成感をも

つようになる。 
 
② 朝の会が終わると、チーム（５～６人）の友達を誘って 

  一緒に畑の水やり（役割）をする。 

②

 

小学校教員が大切にすること 



１０の姿共有シート【記載例１】

③協同性 

幼
児
期

 

年
長
の
後
半

 

 
 
（
学
び
の
芽
生
え
）
 

児
童
期

 

一
年
生
の
入
学
当
初

 

 
（
自
覚
的
な
学
び
へ
）
 

入
 
学
 

 友達との関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫したり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるように

なる。 

・自分の考えを十分に出したり、友達

の考えを聞いたりしながら遊びを進め

ていけるように見守ったり投げかけた

りする。またいざこざが起きた時は、

自分たちで考え解決しようとする過程

を大切にしていく。 

・一人一人が力を発揮して目的をもち、

実現できるように、一緒に考えたり、ク

ラスで気持ちを合わせていく機会をも

ち、意欲や自信へとつなげていく。 

・友達の得意なことや知っていること

を学級で認め、遊びや生活の中で自

信をもって力を発揮できるようにする。 

保育者が大切にしてきたこと 

・入学当初は、児童の人間関係（出身園が同じ、家が近

所など）に配慮したグループを組織し、活動の広がりとと
もに、人間関係が広がるような活動を取り入れる。 

・友達などとの協力による活動のねらいの達成や、学級、

学校生活の課題解決に向けて、話し合ったり、みんなの

考えをまとめたり、実際に活動したりする中で、満足感や

充実感、連帯感が味わえるようにする。 

 

 

・少人数グループで自分の意見を発表したり、友達の意見を聞いたりする。 
 

・同じ目的に向かってグループや学級全体で取り組む中で、互いの存在やよさに

気付き、仲間と一緒に活動することの楽しさを感じる。 

子どもの姿 

・いろいろな友達と積極的に関わり、友達の

思いや考えなどを感じながら行動する。 

・友達と一緒に遊びを考えたりルールを作っ

て楽しく活動できるようになる。 

・自己主張がぶつかりけんかになったり、思

いや考えが違っていると感じる経験をしたりし

ながら、だんだんと自分の思いの出し方を考

えたり、我慢したり、葛藤したり、折り合いを

つけて気持ちを切り替えたりして遊びを進め

ていくようになる。 

・友達との関わりを通じて、互いのよさを分か

り合い、楽しく遊びや生活を進めていこうとす

る。 

・クラスで共通の目的をもって話し合った

り役割を分担するなど実現に向けてやり

遂げようとする。 
 
③ 劇遊びで、同じ役の友達と、お面や小道具な

どを考えたり描いたり作ったりする。思いがぶつ

かりその都度活動が止まってしまうこともあるが、

自分のことだけでなく友達のことも考えて進める

よう援助していく。（１１月下旬～１２月下旬） 

 
 

・友達と協力し、必要なときには集団行動

がとれるようになる。 

小学校教員が大切にすること 



④道徳性・規範意識の芽生え 

幼
児
期

 

年
長
の
後
半

 

 
 
（
学
び
の
芽
生
え
）
 

児
童
期

 

一
年
生
の
入
学
当
初

 

 
（
自
覚
的
な
学
び
へ
）
 

入
 
学
 

 友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返ったり、友達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動する

ようになる。また、きまりを守る必要性が分かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようになる。 

・日々の様々な出来事について一人一

人の気持ちに添いながら、場面や機会

をとらえて内容に応じて周囲の仲間に

伝えたり、クラスで考えたりしていく。 

・子ども同士のいいところ探しにつなが

るように、保育者も子どものよさを言葉

にして伝えていき、子ども同士のつな

がりがさらに深まるような援助をする。 

・友達やクラス全体で協働する楽しさや、

充実感を味わえるような機会をつくり、

クラスの一人一人が大切な仲間であり、

かけがえのない存在であることを感じ

取れるようにする。 

保育者が大切にしてきたこと 

・「～しましょう」「～はしません」と教師が一方的に指導するの

ではなく、幼児期の経験を引き出しながら、「できることは何

か」「どうすればよいか」「どのようなルールが必要か」等の話

合いからきまりをつくっていくようにする。 

・生活や学習をする上で、友達と心地よく過ごす経験を十分に

味わい、より楽しく生活したり、学習したりするために必要なき

まりやマナーについて考える機会を設ける。また、それらのこ

とについて考えたり、実現したりしている児童を積極的に評
価する。 

・友達と過ごす中で、自分の言動を振り返り、自分の気持ちや行動を調整す

る。 
 

・友達と意見の違いがあっても、相手の気持ちを考え理解しようとする。 
 

・学校のきまりやルールは、みんなが楽しい学校生活を送るために必要で

あることを理解し、自分たちできまりを考えることができる。また、そのきまり

を守ろうとする。 
 

子どもの姿 

・仲間意識ができ、一緒に過ごす中で、友

達のよさに気付く。 

・みんなで使うものに愛着をもち、大事に

扱う。 

・他者の気持ちに共感したり、相手の立場

から自分の行動を振り返ったりする経験を

通して、相手の気持ちを大切に考えながら

行動する。 

・友達の気持ちに気付いたり、折り合いを

付けたりし、自分の気持ちを調整できるよ

うになる。 

 

・相手も自分も気持ちよく過ごすために、し

てよいことと悪いこととの区別などを考え

て行動する。 

・クラスのみんなと心地よく過ごしたり、よ

り遊びを楽しくするためのきまりがあること

が分かり、守ろうとしたりする。きまりを必

要に応じてつくり替えたり、新たにつくった

りする。 

小学校教員が大切にすること 



１０の姿共有シート【記載例１】

⑤社会生活との関わり 

幼
児
期

 

年
長
の
後
半

 

 
 
（
学
び
の
芽
生
え
）
 

児
童
期

 

一
年
生
の
入
学
当
初

 

 
（
自
覚
的
な
学
び
へ
）
 

入
 
学
 

 家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ

喜びを感じ、地域に親しみをもつようになる。また、園内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基づき判断したり、情報を伝え

合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになるとともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。 

・日頃から地域や地域の方との交流を

大切にし、園にとって地域が重要な役割

を持っていることを知ってもらい、様々な

情報や機会を得られるようにしていく。 

・祖父母や地域の方が園や子どもたち

の存在を大切に思ってくれることなどを

折に触れて子どもたちに伝え、喜びとし

て感じられるようにする。 

・就学時健診や小学生との交流などを

通して、小学校生活を身近に感じ、期待

をもてるようにする。 

・一人一人が自信と誇りをもって就学を

迎えられるように、不安を感じている子

どもには特に配慮していく。 

保育者が大切にしてきたこと 

・登下校などで公園などの公共の場所やスーパー、「こども１１

０番」の掲示のある家があること、地域のイベントなどから自分

たちの生活と地域が関わり合っていることを知る。また、その中

で地域の人々の支え合いなどへの気付きを大切にする。 

・家族や先生、地域の人との温かい人間関係を学級や学校生

活に生かしている場面を認める。 

・子どもたちの安全や学校生活を見守ってくれる地域の方との

出会いを仕組み、繰り返し関わることで、児童の身近な地域の

方への思いを深められるようにする。 

子どもの姿 

・小学生・中学生、地域の様々な人々に、自分からも親し

みの気持ちをもって接する。 

・機会を捉えて外国の人や文化に触れ合い、親しみや関

心をもつようになる。 

・地域のお店に買い物に出かけたり、一人暮らしのお年寄

りに手紙を書いたりし、関係の深い人々との触れ合いの

中で、自分が役に立つ喜びを感じる。 

・友達同士で目的に必要な情報を伝え合ったり、活用した

りする。 

・公共の施設を訪問したり利用したりして、自分にとって関

係の深い場所であることがわかる。 

 

・親や祖父母など家族から愛され

ていることに気付き、家族を大切

にしようとする気持ちをもつ。 
 
④ 祖父母参観日では、触れ合って遊

ぶ体験を計画的に実施する。 

・友達と過ごす中で、自分の言動を振り返り、自分の気持ちや行動について考え

る。 

・友達と意見の違いがあっても、相手の気持ちを考え理解しようとする。 

・学校のきまりやルールは、みんなが楽しい学校生活を送るために必要であるこ

とを理解し、自分たちできまりを考えることができる。また、そのきまりを守ろうと

する。 

・友達や周りの人の思いや願いを意識して、自分にできることを実行しようとする。

（例：調理士さんの給食に対する思いを知り、残さず食べようとする。） 

・登下校の安全を見守ってくれる地域の方々の存在に気づき、感謝の気持ちを

もつ。 

④

 

小学校教員が大切にすること 



⑥思考力の芽生え 

幼
児
期

 

年
長
の
後
半

 

 
 
（
学
び
の
芽
生
え
）
 

児
童
期

 

一
年
生
の
入
学
当
初

 

 
（
自
覚
的
な
学
び
へ
）
 

入
 
学
 

 身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組み等を感じ取ったり、気付いたりし、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむ

ようになる。また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考えを生み出す喜

びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

・自分たちで遊びの計画を立てたり、目的を

もって取り組めるよう、必要な用具や素材を十

分に準備し、じっくり関わる時間や空間を大切

にし、子どもたちで探したりして、イメージに

合った環境をつくっていけるようにする。 

・自分の考えを十分に出したり、友達の考えを

聞こうとしたり、お互いのよさを見つけ認め合

いながら、一人一人の存在が生きる仲間づくり

を考えていく。 

・思い通りにならない時も、別のやり方を考え

たりやり直したりして自分でやり遂げるよう、子

どもに応じた関わりをする。 

・すぐに答えを出したり導いたりするのでなく、

子ども自身が気付いたりおもしろいと感じるこ

とを受け止めたり共感したりする。 

保育者が大切にしてきたこと 

・幼児期の自然を利用して遊んだ経験等を生かした

り、児童同士の意見交流の場を取り入れたりしなが

ら、児童の探究心や好奇心を引き出すような状況を

つくると共に、児童の「こうしてみたい」という願いをも

たせるようにする。 

・児童の願いの実現に向けて、調べたり、試したりで

きる場（物的環境、時間、空間）を用意する。 

・学習に興味・関心をもち、自ら試したり本で調べたりしながら、じっくりと考える。 

・友達の発言を聞く中で、自分の考えとの違いに気付き、友達の発言のよさを認めて自

分の考えに取り入れる。 

・学校探検などで学校にあるものや人の存在に気づくとともに、疑問に思ったことを自

分なりにたしかめようとする。

子どもの姿 

・自分の考えを出したり、友達の思いを聞いたりして、より遊びが楽しくなるように、必要

な物や場、役割などを考えて遊ぶようになる。 

・今までの経験を生かして見通しをもったり、自分なりのこだわりをもったりして遊びを進

めるようになる。 

・友達の考えに触れる中で、自分の思いや考えを考え直したり、新しい考えを生み出そ

うとしたりする。 

・身近な物や用具などの使い方を知り、性質を知って、イメージを膨らませたり、いろい

ろな予想をしたりし、楽しみながら遊びに取り入れる。 
 

⑤夏祭りの経験から、「ジュースじどうはんばいき」 

と看板ができてお店屋さんが始まる。 

「バナナジュースにブドウジュースもあるよ」  
 

小学校教員が大切にすること 

⑤

 



１０の姿共有シート【記載例１】

⑦自然との関わり・生命尊重 

幼
児
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年
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後
半

 

 
 
（
学
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芽
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）
 

児
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一
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（
自
覚
的
な
学
び
へ
）
 

入
 
学
 

 自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもって考え言葉などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自

然への愛情や畏敬の念をもつようになる。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接し方を考え、命あるもの

としていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

・身近な自然に積極的に関わり、自然物を集

めたり、自然の移り変わりや美しさ、面白さ

などを感じたりできるようにする。また、子ど

もたちの発見や考えを周りに広めたり、共感

したり、保育者自身が感性豊かに関わる。 

・季節の移り変わりに気付いたり、興味を

もったりできるように、戸外で積極的に遊ぶ

などの機会がもてるようにしていく。園内外

の自然環境や作物の栽培などについて、場

所の確認や知識を深めておく。 

・子どもと共に動植物への出会いを楽しみ、

もっとよく知ろうとする気持ちを大切にしてい

く。保育者自らも生き物などに愛着をもって

関わる姿を見せていく。 

・昆虫を捕まえたり、飼育したり植物の世話を

続けたりする中で、「自分の○○」を育ててい

るという意識を高め、大切に育てながら、生命

の不思議さや尊さに気付くことができるように

する。 

・春の校庭などの身近な動植物に関心をもち、探したり関わったりする。 
 

・花を育てる学習では，幼児期の経験を生かしながら植物の成長に合わせて世話の仕

方を考え、親しみをもって世話を続ける。 
 

・花の成長の様子を進んで観察し、気付いたことや育てる喜びを絵や文字で表現する。 

子どもの姿 

・自然物や自然現象に心を動かし、いろいろな場面で使ったり、遊びの中に生かしたりしよう

とする。 

・水や氷、日向や日陰など、同じものでも季節により変化するものがあることを感じ取ったり、

変化に応じて生活や遊びを変えたりする。 

・季節の変化を感じ、四季のあることを知ったり楽しんだりする。 

・季節の草花や木の実などの自然の素材や、風、氷などの自然現象を遊びに取り入れて、

面白がったり、工夫したりする中で、自然の不思議さを感じたり、感動したりできるように

なる。 

・身近な動物との触れ合いや世話をすることで、愛着を感じたり、分からないことを調べた

りし、感動したり、時には死に接し、命あるものとして大切にするようになる。 

・植物の栽培を通じて、世話をすることで生長したり収穫したりする喜びを味わう経験や、

台風や野鳥などで収穫ができなくなった経験などを通して、子どもなりに自然の偉大さを

保育者が大切にしてきたこと 

小学校教員が大切にすること 



⑧数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚 
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 遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に気付いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興

味や関心、感覚をもつようになる。 

・生活や遊びの中で、数量に親しむ経験を重ねて

いけるようにし、幼児なりに必要感をもって並べた

り、比べたり、量ったりして、数量の感覚を豊かに

していく。 

・買い物体験の中で、地域の方とやり取りしたり本

物のお金に触れたりして、自分でお金を払う体験

ができるようにしていく。 

・一斉に教えたり導いたりするのではなく、園生活

の中で、自然に文字や数量、筆記具（クレヨン、太

マジック、色鉛筆）に触れられるような環境を整え、

幼児なりの必要感をもって、伝える喜びや、楽しさ、

伝わったという実感を味わえるようにしていく。ま

た、子どもたちの問いには丁寧に対応する。 

保育者が大切にしてきたこと 

・幼児期の遊びや生活の中で、実際に物の数を数える経験や、

積み木や空き箱などを組み合わせて、イメージを形づくる経

験などから、そこで育まれた数・図形に対する感覚を大事にし

ながら学習を進めるようにする。 

・遊びの中で看板や標識を作ったり、友達に手紙を書いて思

いを伝えた経験を生かし、文字を学ぶことで、さまざまな人に

思いを伝えることができるようになるという喜びを味わわせな

がらひらがな学習ができるようにする。 

・幼児期に育まれた数に対する感覚を生かして、ものの数を数えたり，数の

大小や数の合成を理解したりする。 
 

・文字を使って自分の思いを伝えることができる喜びを感じながら，ひらがな

の学習に関心をもって取り組む。 

 

子どもの姿 

・生活や遊び（砂場・積木・栽培物の収穫など）を通じて、自分たちに関係の

深い数量、長短、高低、広さや速さ、図形に関心をもつ。 

また、必要感をもって数えたり、比べたり、組み合わせたりする。 
 

・日常生活の中で文字や数や表示などに関心をもち、書いたり数えたり計っ

たりなど適当な表現方法を知り、生活や遊びの場面で使ってみる。 
 

・文字や数を使って表現できることを知り、手紙などを書いて、相手に伝わる

ことのうれしさを感じ、意欲的に使ってみようとする。 
 
 

小学校教員が大切にすること 



１０の姿共有シート【記載例１】

・教師の読み聞かせを聞き、話の世界に浸る。 

・友達に対して自己紹介をしたり，友達の自己紹介を楽しく聞いたりする。 

・友達と互いに思いや考えを言葉で伝え合い，受け止めたり認め合ったりする。 

・自分の伝えたい目的や相手の状況などに応じて言葉を選んで伝えようとする。 

⑨言葉による伝え合い 
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 先生や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の

話を注意して聞いたりし、言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

・言葉でうまく表現できない場合に

は、まず子どもの思いを保育者が受

け止め、気持ちや考えを言葉にして

返す援助を丁寧に行う。 

・言葉遊びを楽しむ中で、いろいろな

言葉や表現方法を知ったり関心を

もったりできるようにする。また、子

どもの好きなお話を繰り返し読んだ

り言葉のやりとりを楽しんだりして、

表現する活動を取り入れる。 

・子どもの思いや感じていることを言

葉として引き出したりし、言葉で表現

したり伝わるうれしさを感じられるよ

うにする。 

保育者が大切にしてきたこと 

・登校時の話や休みの日のできごと等、日頃から児童の話

す言葉に共感的に耳を傾け、相手と思いを共有することの

よさを実感できるようにする。 

・読み聞かせなど互いにイメージを共有しやすい活動を通

して、児童なりの感想を出し合ったり、友達の感想を受けて

応えたりする楽しさを味わう。 

・児童が言葉で伝えたくなる課題を設定し、相手に自分の

思いが伝わった喜びを実感できるような活動を工夫する。 

子どもの姿 

・相手の意見に耳を傾けたり、自分が言いたいことを

理解してもらおうとしたり、お互いのよさを認め合って

遊びを進めていこうとする。 

・自分なりの言葉で思いや考えを相手に分かるように

話したり、人の話を最後まで聞こうとしたりして、その思

いや考えに気付くことができる。 

⑥遊びの途中で言い合いが始まると「どうしたの？」

「あのね・・・」と自分の気持ちを一生懸命伝えている。

いつの間にか友達もだんだんと集まってきた。 
 
 

 

・絵本や物語などに親しみ、興味

をもって見たり聞いたり、想像した

りする楽しさを味わうことを通して、

その言葉のもつ意味の面白さを

感じたり、想像の世界を友達と共

有し言葉による表現を楽しんだり

する。 

 
 ⑥

 

小学校教員が大切にすること 



⑩豊かな感性と表現 
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 心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士

で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを味わい、意欲をもつようになる。 

・保育者も感性豊かに心を動かし、表現し

てみせる。また子どもとともに感じたり表現

したりすることを楽しんでいく。 

・素材や教材を適材適所で生かせるように、

教材研究をする。 

・一人一人の感じ方や表現の違いを尊重

する。自分と違っていても、けなしたり笑っ

たりしないことや違いに気付き受け入れる

ことを大切にする。 

・お話を演じたり自分たちで劇に創り上げ

たりする経験では、子どもの表現を一緒に

楽しみ、表現の楽しさややり遂げた満足感

を共有できるようにする。 

保育者が大切にしてきたこと 

・友達と一緒にリズムに合わせて体を動かす楽しさや、

声をあわせて歌うことの心地よさを十分に味えるように

する。 

・子どもの作品を教室の装飾に生かしたり、掲示したりし

て生活が豊かになることが感じられるようにする。 

・音楽や図工などの表現活動を行う際には、児童の生

活や体験をきっかけにした表現活動を取り入れるなど、

児童の意識の流れを大切にする。 

子どもの姿 

・生活の中で美しいものや心を動かす出来事に触れ、イメージを豊かにもちながら、楽

しく表現する。 

・身の回りの出来事や自然事象に触れ、変化に気付いて感動したり喜んだりする。 

・絵本、詩、物語などを聞いて、表現したり言葉の面白さや美しさに気付いたりする。 

・音色の美しさを感じながら、歌ったり楽器の演奏を楽しんだりする。リズムやテンポな

ど、音楽の特徴を感じながら、のびのびと身体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

・生活や遊びを通して感じたことや考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由

にかいたり、つくったり、演じて遊んだりする。 

・友達同士で表現し合うことで、様々な感じ方や表現の面白さに気付いたり、友達と一

緒に表現する過程を楽しんだりする。 
 
 

 

・身の回りの出来事や自然事象の変化などに気付き、心が動いたことを、音楽

や造形、身体等によって生き生きと表現する。 

・学校探検で行った場所や会った人のことを絵カードやクイズ、ジェスチャー、実

際に行き見せながら紹介するなど思い思いの方法で友達に知らせる。 

・友達と一緒に絵本や紙芝居などを聞いたり読んだりしてイメージしたことを、言

葉や動作で自分なりに表現する。 

小学校教員が大切にすること 


